
国
際
学
術
会
議

ア
ジ
ア
の
発
展
の
矛
盾
と
生
死
学
の
模
索
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〈
開
催
概
要
〉　
日
程

：

二
〇
一
六
年
三
月
一
二
日

　
　
　
　
会
場

：

韓
国
春
川
市

：

翰
林
大
学
国
際
会
議
室

　
　
　
　
主
催

：

翰
林
大
学
生
死
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
東
京
大
学
死
生
学
・
応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

　
　
第
一
部
　
東
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
と
人
命
軽
視
、
災
害
に
対
す
る
生
死
学
の
対
応
（
一
〇
時
～
一
二
時
三
〇
分
）

　
　
　
　「
構
造
災
　

―
科
学
社
会
学
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」 

松
本
三
和
夫
（
東
京
大
学
）

　
　
　
　「
経
済
優
先
か
ら
〈
い
の
ち
〉
の
連
帯
へ
　

―
原
発
事
故
を
契
機
と
し
て
」 

堀
江
宗
正
（
東
京
大
学
）

　
　
　
　「
災
害
を
受
け
止
め
る
伝
承
知
　

―
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
事
例
か
ら
」 

木
村
敏
明
（
東
北
大
学
）

　
　
　
　
第
一
部
討
論
（
一
一
時
三
〇
分
～
一
二
時
三
〇
分
）

　
　
第
二
部
　
韓
国
に
お
け
る
災
難
と
自
殺
に
対
す
る
生
死
学
の
対
応
（
一
四
時
～
一
六
時
三
〇
分
）

　
　
　
　「
外
傷
体
験
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
精
神
的
健
康
へ
の
正
負
の
影
響
　

―
二
つ
の
経
験
的
研
究
か
ら
」

 

ジ
ョ
・
ヨ
ン
レ
（
翰
林
大
学
）

　
　
　
　「
韓
国
の
自
殺
に
関
す
る
疫
学
的
特
性
と
社
会
現
象
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」 

キ
ム
・
ド
ン
ヒ
ョ
ン
（
翰
林
大
学
） 

　
　
　
　「
自
殺
に
お
け
る
社
会
的
・
心
理
的
・
宗
教
的
要
因
の
影
響
　

―
キ
リ
ス
ト
教
、
仏
教
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
比
較
」

 

イ
・
ス
イ
ン
（
翰
林
大
学
）

　
　
　
　
第
二
部
討
論
（
一
五
時
三
〇
分
～
一
六
時
三
〇
分
）
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構
造
災

―
科
学
社
会
学
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

松
本 

三
和
夫

一
　
問
題
設
定

本
稿
は
、
福
島
原
発
事
故
が
社
会
に
問
い
か
け
て
い
る
問
題
の
な
か
で
、
ポ
ス
ト
福
島
状
況
に
お
い
て
久
し
く
無
視
さ
れ
続
け

て
い
る
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
と
く
に
、
専
門
知
と
社
会
的
意
思
決
定
の
あ
い
だ
に
介
在
す
る
、
白
と
も
黒
と
も
、
加
害
と

も
被
害
と
も
、
善
意
の
科
学
と
も
悪
意
の
科
学
と
も
二
分
法
的
に
決
め
が
た
い
、
社
会
（
科
）
学
的
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
問
題

の
側
面
を
、
科
学
社
会
学
（sociology of science and technology
）
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
。
そ
の
際
、
福
島
事
故
を
「
構
造
災
」

と
と
ら
え
る
理
論
枠
組
み
の
検
討
と
、「
原
子
力
村
」
が
象
徴
す
る
旧
レ
ジ
ー
ム
の
制
度
革
新
の
た
め
の
展
望
を
立
論
の
柱
と
し

た
い
。

ま
ず
、
な
ぜ
科
学
社
会
学
の
視
点
が
も
と
め
ら
れ
る
か
を
述
べ
よ
う
。

第
一
部

　
東
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
と
人
命
軽
視
、
災
害
に
対
す
る
生
死
学
の
対
応
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二
　
科
学
社
会
学
の
視
点

社
会
学
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
社
会
現
象
と
み
る
。
と
こ
ろ
が
、
事
柄
が
科
学
技
術
に
及
ぶ
か
ぎ
り
、
科
学
技
術
は
事
実
上
社

会
現
象
に
は
属
さ
な
い
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
科
学
技
術
は
所
与
の
事
柄
と
さ
れ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
社
会
学
に

と
っ
て
科
学
技
術
は
久
し
く
タ
ブ
ー
に
属
す
る
主
題
だ
っ
た
。
福
島
原
発
事
故
の
あ
と
で
す
ら
、
事
故
の
背
景
に
あ
る
科
学
技
術

と
社
会
の
か
か
わ
り
を
分
析
す
る
社
会
学
者
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
他
方
、
一
般
の
人
び
と
は
、
科
学
技
術
と
社
会
の
か
か
わ
り

に
関
心
を
よ
せ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
久
し
い
。
成
層
圏
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
に
よ
る
特
定
フ
ロ
ン
規
制
、
地
球
温
暖
化
に
よ

る
生
産
活
動
の
規
制
、
化
学
物
質
の
規
制
、
遺
伝
子
治
療
に
か
か
わ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
そ
し
て
福
島
事
故
に
よ
る
除
染
解
除
区

域
の
基
準
等
々
、
科
学
技
術
と
社
会
の
か
か
わ
り
に
否
応
な
し
に
向
き
合
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
科
学

技
術
と
社
会
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
普
通
の
人
び
と
が
社
会
学
に
よ
せ
る
疑
問
や
期
待
と
社
会
学
の
実
態
の
あ
い
だ
に
は
、
巨
大

な
落
差
が
存
在
し
て
い
る 1
。
科
学
社
会
学
は
、
そ
う
い
う
状
態
を
変
革
す
る
た
め
の
知
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
営

み
と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い 2
。

福
島
原
発
事
故
以
前
の
過
酷
事
故
を
振
り
返
る
と
、
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事
故
で
圧
力
容
器
の
内
部
検
査
に
よ
り
底
部
の

温
度
分
布
を
も
と
に
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
の
直
接
の
証
拠
が
公
表
さ
れ
た
の
は
、
事
故
か
ら
一
五
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
（O

EC
D

/

N
E

A
 &

 N
R

C
 1994: 79

）。
現
在
、
福
島
原
発
事
故
に
か
か
わ
る
炉
の
内
部
を
直
接
検
査
し
た
人
は
誰
も
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

福
島
原
発
事
故
に
つ
い
て
現
在
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
今
後
明
ら
か
に
な
る
事
実
に
よ
っ
て
否
応
な
く
訂
正
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
こ
こ
で
語
る
内
容
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
制
約
を
免
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
科
学
技
術
の
営
み

が
社
会
現
象
で
あ
る
か
ぎ
り
、
社
会
学
者
と
し
て
い
ま
で
き
る
こ
と
を
可
能
な
か
ぎ
り
試
み
、
そ
し
て
後
世
に
生
か
す
ほ
か
な
い
。

本
稿
は
、
そ
う
い
う
動
機
に
支
え
ら
れ
た
社
会
学
者
の
さ
さ
や
か
な
覚
え
書
き
で
あ
る
。
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三
　
構
造
災
の
特
性

福
島
事
故
以
降
、
復
興
を
真
剣
に
支
援
す
る
た
め
、
低
線
量
被
曝
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
、
と
い
っ
た
話
法
が
登
場
し
た
。
あ

る
い
は
、
い
ま
こ
そ
科
学
技
術
文
明
の
転
換
期
で
あ
り
、
科
学
技
術
一
辺
倒
の
も
の
の
見
方
を
反
省
し
て
復
興
に
つ
な
げ
よ
う
と

い
っ
た
、
反
省
を
促
す
話
法
も
登
場
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
筆
者
の
視
点
か
ら
な
が
め
る
と
、

と
も
に
、
身
の
丈
に
合
っ
た
な
に
か
が
乏
し
い
気
が
す
る
。
福
島
事
故
は
元
来
他
人
事
で
は
な
い
は
ず
な
の
に
、
首
尾
よ
く
他
人

事
に
し
て
く
れ
て
、
こ
れ
ま
で
と
寸
分
違
わ
ぬ
営
み
に
棹
さ
す
側
面
を
ど
こ
か
に
備
え
て
い
る
気
が
す
る
、
と
い
い
か
え
て
も
よ

い
か
も
し
れ
な
い
。

表
題
に
掲
げ
た
構
造
災
と
は
、
福
島
事
故
を
い
わ
ば
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
他
人
事
に
し
な
い
た
め
の
視
点
と
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。
福
島
事
故
に
即
し
て
考
え
る
と
、
構
造
災
に
は
、
す
く
な
く
と
も
つ
ぎ
の
五
つ
の
特
性
が
複
合
的
に
関
与
し
う
る 3
（
松

本 2012: 46

）。

（
一
）
先
例
が
間
違
っ
て
い
る
と
き
に
先
例
を
踏
襲
し
て
問
題
を
温
存
し
て
し
ま
う
。

（
二
）
系
の
複
雑
性
と
相
互
依
存
性
が
問
題
を
増
幅
す
る
。

（
三
）
小
集
団
の
非
公
式
の
規
範
が
公
式
の
規
範
を
長
期
に
わ
た
っ
て
空
洞
化
す
る
。

（
四
）
問
題
へ
の
対
応
に
お
い
て
そ
の
場
か
ぎ
り
の
想
定
に
よ
る
対
症
療
法
が
増
殖
す
る
。

（
五
）
責
任
の
所
在
を
不
明
瞭
に
す
る
秘
密
主
義
が
、
セ
ク
タ
ー
を
問
わ
ず
連
鎖
す
る
。

　
構
造
災
が
他
人
事
に
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
以
上
、
構
造
災
に
対
す
る
責
任
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
何
人
と
い
え
ど
も
で
き
な
い
。
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た
だ
し
、
あ
た
か
も
一
億
総
ざ
ん
げ
の
ご
と
く
、
万
人
が
同
程
度
の
責
任
を
負
う
の
で
は
な
い
。
構
造
災
を
引
き
起
こ
し
た
制
度

を
設
計
し
た
官
セ
ク
タ
ー
の
当
該
主
体
は
、
設
計
さ
れ
た
制
度
の
も
と
で
人
知
れ
ず
不
利
益
を
被
り
続
け
る
主
体
よ
り
重
い
、
応

分
の
社
会
的
責
任
を
負
っ
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
順
を
お
っ
て
説
明
し
よ
う
。
最
初
の
手
が
か
り
は
、
リ
ス
ク
を
ど
う
扱

う
か
に
か
か
わ
る
。

四
　
リ
ス
ク
と
二
重
の
決
定
不
全
性

リ
ス
ク
は
、
損
害
と
確
率
の
積
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
（probabilistic risk assessm

ent

）
は
、
失
敗

の
木
（fault tree

）、
事
象
の
木
（event tree

）
な
ど
の
手
法
に
体
現
さ
れ
て
お
り
、
個
別
具
体
的
な
事
故
原
因
分
析
な
ど
に
す
で

に
利
用
さ
れ
て
久
し
い
（
複
数
の
発
電
用
原
子
炉
の
安
全
性
の
比
較
評
価
、
墜
落
し
た
打
ち
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
事
故
原
因
の
推

定
等
々
）。
膨
大
な
要
素
か
ら
な
る
巨
大
科
学
技
術
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
の
原
因
を
絞
り
込
む
場
面
で
、
そ
う
し
た
手
法
は
一
定

の
効
果
を
発
揮
す
る
。
け
れ
ど
も
、
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
条
件
が
あ
る
。
第
一
に
、
事
象
の
場
合
分
け
が
で
き
る
こ
と
。

第
二
に
、
場
合
分
け
さ
れ
た
事
象
ど
う
し
の
あ
い
だ
に
相
互
作
用
が
存
在
し
な
い
こ
と
。
第
三
に
、
期
待
値
と
し
て
得
ら
れ
る
等

価
な
複
数
の
リ
ス
ク
の
あ
い
だ
に
質
的
な
差
異
を
想
定
し
な
く
て
よ
い
こ
と
。
い
わ
ゆ
る
稀
少
事
象
（extrem

e event

）
や
過
酷

事
故
（severe accident

）
と
呼
ば
れ
る
出
来
事
と
社
会
と
の
関
連
を
考
え
る
場
合
、
い
ず
れ
の
条
件
も
満
た
さ
れ
る
こ
と
は
少
な

い
。
と
く
に
、
第
三
の
条
件
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
、
確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
を
稀
少
事
象
や
過
酷
事
故
に
一
律
に
適
用
し
て
社

会
的
な
判
断
を
導
く
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
こ
と
が
も
と
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
リ
ス
ク
論
に
お
け
る
可
能
性
主
義
と
確
率
主

義
が
識
別
さ
れ
る
理
由
に
は
、
第
三
の
条
件
が
現
実
に
は
満
た
さ
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
含
ま
れ
る 4
（C

larke 2008

）。
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１
　
二
重
の
決
定
不
全
性

い
っ
ぽ
う
、
リ
ス
ク
論
か
ら
ほ
と
ん
ど
見
逃
さ
れ
て
い
る
と
い
う
種
類
の
問
題
が
存
在
す
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
筆
者
が
構
造

災
を
定
式
化
す
る
際
に
念
頭
に
あ
る
の
は
、
決
定
不
全
性
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。

決
定
不
全
性
（underdeterm

ination

）
と
は
、
科
学
の
概
念
や
言
明
が
経
験
的
な
証
拠
と
一
対
一
で
対
応
し
な
い
状
態
を
さ
す
。

決
定
不
全
性
は
、
か
な
ら
ず
し
も
珍
し
い
状
態
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
科
学
知
に
含
ま
れ
る
理
論
的
な
成
分
（
例
、
ラ
グ
ラ
ン

ジ
ア
ン
な
ど
の
概
念
等
々
）
を
と
お
し
て
、
解
析
的
手
法
を
学
ぶ
際
に
科
学
者
の
基
礎
訓
練
の
過
程
で
登
場
す
る
。
科
学
社
会
学

の
系
譜
に
お
い
て
も
、
決
定
不
全
性
を
糸
口
に
し
て
科
学
者
集
団
の
構
造
特
性
（
例
、
実
験
装
置
の
使
用
法
、
科
学
者
集
団
の
や

り
と
り
の
作
法
や
文
化
、
教
育
訓
練
課
程
の
微
妙
な
違
い
、
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
ュ
の
あ
り
方
等
々
）
を
実
証
的
に
解
明
す
る
仕
事
が

陸
続
と
あ
ら
わ
れ
て
久
し
い
。
さ
ら
に
、
科
学
知
に
つ
い
て
の
決
定
不
全
性
は
技
術
知
の
開
発
、
利
用
の
局
面
に
も
拡
張
さ
れ
、

お
び
た
だ
し
い
数
の
仕
事
を
輩
出
す
る
。
技
術
の
構
築
主
義
（social construction of technology

）
の
登
場
で
あ
る 5
。

こ
う
し
た
一
連
の
系
譜
は
、
科
学
社
会
学
の
研
究
者
に
と
っ
て
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
た
事
柄
に
属
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に

重
要
な
例
外
が
存
在
す
る
。
科
学
知
や
技
術
知
に
決
定
不
全
性
が
存
在
す
る
な
ら
、
科
学
技
術
の
関
与
す
る
公
共
政
策
（
例
、
安

全
規
制
基
準
、
環
境
汚
染
規
制
値
の
設
定
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
生
命
倫
理
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
々
）
の
立
案
、
実
施
、
評

価
の
過
程
に
は
、
は
る
か
に
大
き
な
決
定
不
全
性
が
生
じ
る
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
決
定
不
全
性
の
解

明
は
こ
れ
ま
で
科
学
社
会
学
に
お
い
て
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
課
題
が
重
要
な
の
は
、
科
学
知
や
技
術
知
の
決
定
不
全
性
は

公
共
政
策
の
決
定
不
全
性
に
つ
な
が
る
と
い
う
理
由
だ
け
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
な
に
よ
り
、
公
共
政
策
の
立
案
、
実
施
、
評
価

の
過
程
に
は
、
科
学
知
や
技
術
知
の
決
定
不
全
性
と
は
お
よ
そ
趣
を
異
に
す
る
、
別
種
の
決
定
不
全
性
が
関
与
す
る
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
専
門
家
と
素
人
の
あ
い
だ
の
微
妙
な
関
係
、
予
算
制
約
、
複
雑
な
予
算
執
行
シ
ス
テ
ム
、
公
共
政
策
の
立
案
、
実

施
、
評
価
の
全
過
程
へ
の
省
益
、
利
害
関
係
者
の
関
与
、
そ
の
よ
う
な
省
益
、
利
害
関
係
者
ど
う
し
の
競
合
、
公
共
空
間
に
お
け



死生学・応用倫理研究 22 号

国際学術会議 「アジアの発展の矛盾と生死学の模索」

16

る
組
織
の
体
面
の
保
持
等
々
、
別
種
の
決
定
不
全
性
を
生
む
要
因
は

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い 6
。
か
り
に
科
学
知
や
技
術
知
に
決
定
不
全
性

が
ま
っ
た
く
存
在
せ
ず
、
科
学
技
術
が
公
共
的
な
争
点
に
関
す
る
問

題
の
定
義
や
解
決
に
唯
一
解
を
与
え
る
と
仮
定
し
て
も
、
そ
の
争
点

に
つ
い
て
公
共
政
策
が
導
か
れ
る
過
程
に
は
そ
う
し
た
別
種
の
決
定

不
全
性
を
生
む
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
の
関
与
が
避
け
ら
れ
な
い
。

２
　
二
重
の
決
定
不
全
性

い
い
か
え
る
と
、
公
共
政
策
と
は
、
科
学
知
や
技
術
知
の
決
定
不

全
性
と
趣
を
異
に
す
る
、
政
策
の
立
案
、
実
施
、
評
価
の
過
程
に
特

有
の
決
定
不
全
性
を
な
ん
ら
か
の
や
り
方
で
抑
え
こ
ん
で
は
じ
め
て

決
ま
る
と
み
る
ほ
う
が
無
理
が
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
事
態

を
明
確
に
す
る
た
め
、
科
学
知
や
技
術
知
に
関
す
る
古
典
的
な
決
定

不
全
性
を
第
１
種
の
決
定
不
全
性
、
公
共
政
策
の
立
案
、
実
施
、
評

価
の
過
程
に
関
与
す
る
、
そ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
要
因
に
由
来
す
る

決
定
不
全
性
を
第
２
種
の
決
定
不
全
性
と
定
義
し
た
い 7
（
図
１
参

照
）。こ

の
よ
う
に
二
重
の
決
定
不
全
性
が
生
じ
る
可
能
性
を
見
て
取
り
、

両
者
を
適
切
に
識
別
す
る
試
み
は
、
そ
の
現
実
的
、
学
問
的
な
重
要

＊＊ Matsumoto (2010), Fig. 2 による。

＊＊ わかりやすくするため、あえて線的なイメージを用いて表現しているが、決定不全性の要因がこの順序にしたがっ

 て関与するであるとか、あるいは関与の仕方が線形であるという主張をこの概念図は含まない。

図 1　第 1 種の決定不全性と第 2 種の決定不全性
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性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
著
し
く
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
も
と
づ
く
政
策
を
標
榜
す
る
「
政

策
の
た
め
の
科
学
」
の
試
み
は
、
政
策
の
効
果
測
定
と
持
続
的
な
検
証
を
欠
く
場
合
、
当
事
者
の
不
利
益
を
取
り
除
い
た
り
、
国

民
全
体
の
利
益
に
資
す
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
第
２
種
の
決
定
不
全
性
の
も
と
で
政
策
担
当
主
体
を
正
当
化
す
る
手
段
と
な
る

可
能
性
も
存
在
す
る
。
政
策
へ
の
貢
献
を
建
前
と
し
て
役
人
や
利
害
関
係
者
の
ポ
ス
ト
の
増
加
だ
け
が
帰
結
す
る
と
い
っ
た
よ
う

な
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
共
政
策
が
立
案
、
実
施
、
評
価
さ
れ
る
過
程
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
に
お
い
て
二
重
の
決
定

不
全
性
が
ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
、
結
果
と
し
て
実
現
す
る
公
共
政
策
の
内
実
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
に
つ
い
て
の
研

究
は
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
代
わ
り
に
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
的
な
意
思
決
定
対
参
加
型
の
意
思
決
定
と

い
っ
た
よ
う
な
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
二
分
法
が
流
布
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
重
の
決
定
不
全
性
の
所
在
や
第
１
種
と
第
２
種

の
決
定
不
全
性
の
あ
い
だ
の
関
係
、
さ
ら
に
「
政
策
の
た
め
の
科
学
」
に
よ
り
問
題
当
事
者
に
ど
の
よ
う
な
状
態
が
も
た
ら
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
か
に
つ
い
て
の
検
証
過
程
が
著
し
く
み
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
第
１
種
の
決
定
不
全

性
か
ら
第
２
種
の
決
定
不
全
性
を
適
切
に
識
別
し
つ
つ
、
両
者
の
相
互
関
係
を
具
体
的
に
立
ち
入
っ
て
特
定
し
、
た
と
え
ば
「
政

策
の
た
め
の
科
学
」
の
社
会
的
機
能
と
逆
機
能
を
つ
ぶ
さ
に
記
述
、
分
析
す
る
試
み
が
も
と
め
ら
れ
よ
う
。

専
門
家
と
素
人
の
あ
い
だ
の
微
妙
な
関
係
、
予
算
制
約
、
複
雑
か
つ
硬
直
的
な
予
算
執
行
シ
ス
テ
ム
、
公
共
政
策
の
立
案
、
実

施
、
評
価
の
全
過
程
へ
の
省
益
、
利
害
関
係
者
の
関
与
、
省
益
、
利
害
関
係
者
ど
う
し
の
競
合
、
公
共
空
間
に
お
け
る
組
織
の
体

面
の
保
持
等
々
に
よ
っ
て
生
じ
る
第
２
種
の
決
定
不
全
性
は
、
ど
の
よ
う
な
暗
黙
の
想
定
に
よ
っ
て
固
定
化
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
定
の
公
共
的
な
争
点
に
つ
い
て
ひ
と
つ
の
政
策
は
い
か
に
し
て
導
か
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
さ

ら
に
、
第
１
種
の
決
定
不
全
性
は
こ
う
し
た
一
連
の
諸
問
題
に
い
か
に
か
か
わ
り
合
う
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
設
問
に
こ
た
え

う
る
有
意
味
な
分
析
の
枠
組
み
を
定
め
る
こ
と
は
、
科
学
技
術
と
社
会
の
界
面
に
介
在
す
る
問
題
、
た
と
え
ば
原
子
力
規
制
機
関
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が
利
害
関
係
者
で
あ
る
原
子
力
推
進
機
関
と
同
一
の
行
政
組
織
に
属
す
る
こ
と
の
脆
弱
性
が
久
し
く
指
摘
さ
れ
な
が
ら
、
放
置
さ

れ
、
か
つ
そ
う
し
た
制
度
設
計
の
社
会
的
責
任
が
問
わ
れ
な
い
ま
ま
に
既
存
の
発
電
用
原
子
炉
の
再
稼
働
が
は
か
ら
れ
る
と
い
っ

た
状
況
を
ふ
ま
え
て
構
造
災
を
解
明
、
解
決
す
る
う
え
で
、
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と
な
る
。

３
　
社
会
の
地
金
が
問
わ
れ
て
い
る

も
と
よ
り
、
利
害
関
係
者
を
完
全
に
排
除
す
る
の
は
、
何
事
に
よ
ら
ず
不
可
能
に
近
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
発
電
用
原
子
炉
に

か
ぎ
ら
ず
、
巨
大
科
学
技
術
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
お
い
て
は
、
気
心
の
知
れ
た
利
害
関
係
者
ど
う
し
の
緊
密
か
つ
非
公
式
な
意
思

疎
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
い
わ
ば
あ
う
ん
の
呼
吸
で
作
動
す
る
業
務
受
託
関
係
は
、
現
業
の
遂
行
に
と
っ
て
重
要
な
条
件
の
ひ

と
つ
と
さ
え
い
え
る
。
現
場
の
技
術
者
で
あ
れ
ば
、
巨
大
科
学
技
術
シ
ス
テ
ム
が
科
学
技
術
だ
け
の
産
物
で
は
あ
り
え
ず
、
そ

う
し
た
多
種
多
様
な
社
会
関
係
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
科
学
社
会
学
に
お
い
て
も
、「
異
質

な
も
の
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
技
術
」（heterogeneous engineering

）、「
切
れ
目
の
な
い
ウ
ェ
ブ
」（seam

less w
eb

）
と
い
っ

た
一
連
の
概
念
が
提
示
さ
れ
、
自
然
と
社
会
が
同
時
に
関
与
す
る
現
場
の
利
害
関
係
を
不
断
に
調
整
し
、「
ず
ら
し
」（déplacer

）

つ
つ
、
科
学
者
が
仕
事
を
す
す
め
る
よ
う
す
が
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
（H

ughes 1986; Latour 2001; Law
 2002

な
ど
）。

要
は
、
そ
の
よ
う
な
利
害
関
係
を
多
重
的
に
組
み
こ
ん
だ
構
造
が
、
両
刃
の
剣
で
あ
る
点
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
巨
大
科
学
技

術
シ
ス
テ
ム
が
も
た
ら
す
利
益
を
利
害
関
係
者
や
第
三
者
で
共
有
す
る
場
面
で
は
、
第
三
者
と
利
害
関
係
者
を
抱
き
合
わ
せ
に
し

て
利
益
配
分
を
は
か
る
こ
と
は
、
効
率
的
た
り
う
る
。
他
方
、
巨
大
科
学
技
術
シ
ス
テ
ム
が
不
利
益
、
た
と
え
ば
フ
ロ
ン
ト
エ
ン

ド
に
お
け
る
重
大
事
故
や
、
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
に
お
け
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
の
よ
う
に
、
時
間
的
に
数
世
代
、
空
間
的

に
文
字
通
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
不
利
益
の
配
分
を
不
特
定
多
数
の
人
に
余
儀
な
く
す
る
よ
う
な
場
面
で
は
、
利
害
関
係
者
を
極
力
排

除
し
て
独
立
性
を
担
保
し
て
原
因
究
明
と
不
利
益
を
配
分
す
る
制
度
設
計
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
前
者
の
よ
う
な
利
益
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配
分
の
場
面
で
は
効
率
性
が
、
後
者
の
よ
う
な
不
利
益
配
分
の
場
面
で
は
公
正
性
が
制
度
全
体
の
存
続
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
利
益
配
分
の
場
面
と
不
利
益
配
分
の
場
面
で
は
、
科
学
技
術
と
社
会
の
界
面
の
構
造
を
評
価
す
る
基
準
の
種
類

が
異
な
る
。
異
な
る
基
準
を
場
面
に
応
じ
て
適
切
か
つ
不
断
に
切
り
替
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
も
教
科
書
に
も
お
そ
ら
く
書
か
れ
て
い
な
い
。
科
学
技
術
と
社
会
の
界
面
の
構
造
を
決
め
る
制
度
を
設
計
す
る
際

の
、
根
本
的
な
設
計
思
想
に
か
か
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
福
島
原
発
事
故
が
構
造
災
な
ら
ば
、
そ
う
い
う
制
度
設
計
に
か
か
わ

る
根
本
的
な
設
計
思
想
の
次
元
に
立
ち
帰
り
、
新
た
な
制
度
の
あ
り
方
の
構
想
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
。

い
わ
ば
、
社
会
の
地
金
の
変
革
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
な
が
め
る
か
ぎ
り
、
福
島
事
故
後
の
百
家

争
鳴
を
思
わ
せ
る
状
況
の
な
か
で
、
い
ま
な
お
き
ち
ん
と
解
明
さ
れ
て
い
な
い
問
題
が
あ
る
。「
制
度
化
さ
れ
た
不
作
為
」
と
い

う
べ
き
問
題
で
あ
る
。
次
節
で
は
、「
制
度
化
さ
れ
た
不
作
為
」
を
、
福
島
事
故
直
後
に
お
け
るSP

E
E

D
I

（
緊
急
時
迅
速
放
射
能

影
響
予
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）
の
運
用
に
注
目
し
て
定
式
化
し
た
い
。
要
は
、
構
造
災
の
責
任
帰
属
に
か
か
わ
る
。

五
　
制
度
化
さ
れ
た
不
作
為

構
造
災
は
、
前
記
の
と
お
り
、
科
学
技
術
と
社
会
の
界
面
の
構
造
を
決
め
る
制
度
設
計
の
根
本
的
な
設
計
思
想
に
か
か
わ
っ
て

い
る
。
構
造
災
の
視
点
か
ら
福
島
原
発
事
故
を
分
析
し
て
引
き
出
せ
る
最
大
の
、
か
つ
ほ
ぼ
完
全
に
無
視
さ
れ
て
い
る
教
訓
の
ひ

と
つ
は
、
そ
の
よ
う
な
制
度
設
計
の
根
本
思
想
の
変
革
で
あ
る
。
社
会
の
地
金
の
変
革
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
節
で
は
、
福
島

原
発
事
故
直
後
に
お
け
るSP

E
E

D
I

（
緊
急
時
迅
速
放
射
能
影
響
予
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）
の
運
用
の
さ
れ
方
に
注
目
し
、

そ
う
主
張
す
る
根
拠
を
特
定
し
、
構
造
災
の
含
意
を
責
任
帰
属
の
あ
り
方
に
ふ
れ
て
述
べ
る
。
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SP
E

E
D

I

の
運
用
は
、
旧
原
子
力
安
全
委
員
会
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
針
を
根
拠
と
し
て
い

る
。
同
指
針
に
よ
る
と
、
平
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
目
的
は
「
原
子
力
施
設
の
周
辺
住
民
等
の
健
康
と
安
全
を
守
る
」
こ
と
に
あ

る
（
原
子
力
安
全
委
員
会2008: 3

）。
と
こ
ろ
が
、
原
子
力
施
設
に
お
け
る
緊
急
事
態
を
想
定
し
た
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
目

的
は
、「
必
要
な
情
報
を
収
集
し
、
原
子
力
施
設
に
起
因
す
る
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
の
周
辺
住
民
等
へ
の
影
響
の
評
価
に
資

す
る
」
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
原
子
力
安
全
委
員
会2008: 15

）。「
周
辺
住
民
等
の
健
康
と
安
全
を
守
る
」
と
い
う
目
的
が
、

「
周
辺
住
民
等
へ
の
影
響
の
評
価
に
資
す
る
」
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

１
　「
健
康
と
安
全
を
守
る
」
と
「
影
響
の
評
価
に
資
す
る
」
の
ず
れ

「
健
康
と
安
全
を
守
る
」
こ
と
が
目
的
な
ら
、「
健
康
と
安
全
を
守
る
」
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
指
針
は
失
敗
で
あ
る
。
他
方
、

「
影
響
の
評
価
に
資
す
る
」
こ
と
が
目
的
な
ら
、
か
り
に
「
健
康
と
安
全
を
守
る
」
こ
と
が
で
き
な
く
と
も
、「
影
響
の
評
価
に
資

す
る
」
こ
と
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
健
康
と
安
全
を
守
る
」
こ
と
と
「
影
響
の
評
価
に
資
す
る
」
こ
と
と
は
、

常
に
重
な
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。

こ
の
場
合
分
け
が
重
要
で
あ
る
の
は
、「
健
康
と
安
全
を
守
る
」
こ
と
と
「
影
響
の
評
価
に
資
す
る
」
こ
と
が
重
な
ら
な
い
可

能
性
が
、
緊
急
時
の
指
針
か
ら
導
か
れ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
緊
急
時
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
周
辺
住
民
等
の
「
健
康

と
安
全
」
が
守
ら
れ
な
く
と
も
、
周
辺
住
民
等
へ
の
「
影
響
の
評
価
に
資
す
る
」
か
ぎ
り
、
指
針
を
き
ち
ん
と
遵
守
し
た
行
動
で

あ
る
可
能
性
が
存
在
す
る
。
緊
急
時
に
指
針
が
そ
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
残
念
な

が
ら
、
そ
う
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、SP

E
E

D
I

の
使
用
を
定
め
た
指
針
の
内
容
は
、
そ
う
し
た
可
能
性
が
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
く

実
現
す
る
よ
う
な
規
定
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
規
定
は
、
緊
急
時
に
お
け
る
つ
ぎ
の
四
つ
の
場
面
を
想
定
し
て
い
る
。



松本三和夫

構造災

21

（
一
）
事
故
発
生
直
後

（
二
）
放
出
源
情
報
が
得
ら
れ
た
場
合

（
三
）
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
が
得
ら
れ
た
場
合

（
四
）
放
出
終
息
後

そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
お
け
るSP

E
E

D
I

の
運
用
の
仕
方
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
一
）「
予
測
図
形
を
基
に
…
…
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
を
策
定
す
る
」（
原
子
力
安
全
委
員
会2008: 51

）

（
二
）「
計
算
に
よ
り
得
ら
れ
た
計
算
図
形
を
配
信
す
る
」（
原
子
力
安
全
委
員
会2008: 51

）

（
三
）「
防
護
対
策
の
検
討
、
実
施
に
用
い
る
各
種
図
形
を
作
成
す
る
」（
原
子
力
安
全
委
員
会2008: 52

）

（
四
）「
被
ば
く
線
量
評
価
に
資
す
る
」（
原
子
力
安
全
委
員
会2008: 52

）

前
記
の
と
お
り
、
い
ず
れ
の
場
面
に
お
い
て
も
、「
計
画
を
策
定
す
る
」、「
図
形
を
配
信
す
る
」、「
図
形
を
作
成
す
る
」、「
評

価
に
資
す
る
」
と
い
っ
た
計
画
策
定
、
評
価
に
か
か
わ
る
事
柄
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
運
用
の
場
面
を
み
て
も
、
周
辺

住
民
等
の
避
難
は
登
場
し
な
い
。
つ
ま
り
、
目
的
に
お
い
て
も
、
運
用
場
面
に
お
い
て
も
、SP

E
E

D
I

を
周
辺
住
民
等
の
避
難
に

役
立
て
る
こ
と
が
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
指
針
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
か
な
う
行
動
と
し
て
許
容
さ
れ
る
よ
う
な
制
度
が
あ
ら
か

じ
め
設
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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２
　
前
提
と
な
っ
た
制
度
の
設
計
思
想

そ
う
し
た
制
度
設
計
の
前
提
は
、
緊
急
事
態
の
発
生
、
緊
急
事
態
の
把
握
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
実
測
、SP

E
E

D
I

の
予

測
に
よ
る
）、
避
難
計
画
の
策
定
、
策
定
さ
れ
た
計
画
の
自
治
体
へ
の
伝
達
、
自
治
体
か
ら
住
民
へ
の
避
難
指
示
と
い
っ
た
一
連

の
出
来
事
が
逐
次
的
に
生
起
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
設
計
思
想
で
あ
る
。

現
実
に
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が
地
震
で
破
壊
さ
れ
る
な
ど
の
出
来
事
に
よ
り
目
前
の
状
態
が
把
握
さ
れ
ず
、
そ
の
た
め

自
治
体
か
ら
住
民
へ
の
的
確
な
避
難
指
示
が
逐
次
的
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
事
実
、
浪
江
町
な
ど
の
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
は
、

国
か
ら
の
連
絡
は
な
さ
れ
ず
、
緊
急
事
態
で
あ
る
こ
と
を
報
道
を
と
お
し
て
知
り
、
自
主
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
国
か

ら
連
絡
が
な
さ
れ
た
自
治
体
に
お
い
て
も
避
難
の
目
安
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
福
島
第
一
原
発
か
ら
二
キ
ロ
圏
か
ら
三
〇
キ
ロ

圏
に
い
た
る
同
心
円
で
あ
り
、
避
難
の
方
位
が
最
後
ま
で
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
幼
子
を
含
む
住
民
が
線
量
の
高
い
地

域
へ
避
難
す
る
場
合
を
生
ん
だ
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
に
よ
る
観
測
デ
ー
タ
が
不
在
で
あ
っ
て
も
、
単
位

放
出
量
を
想
定
し
てSP

E
E

D
I

に
よ
る
状
態
把
握
は
で
き
る
。

３
　
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
エ
ク
ス
キ
ュ
ー
ズ
が
語
る
こ
と

こ
れ
に
対
し
、SP

E
E

D
I

は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
作
動
し
な
か
っ
た
の
だ
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
で
は
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
事
故
直
後
の
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
午
後
九
時
一
二
分
か
ら
二
〇
一
一
年
三
月
一
六
日
午
前
一
一
時
一
三
分
ま
で
の
間

SP
E

E
D

I

は
作
動
し
続
け
、
す
く
な
く
と
も
四
五
回
、
一
七
三
枚
に
達
す
る
予
測
図
形
を
出
力
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
表
１
参

照
）。い

や
、SP

E
E

D
I

は
作
動
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
風
向
き
を
示
す
気
象
情
報
と
内
容
的
に
大
差
な
い
も
の
で

あ
り
、
原
子
炉
の
重
大
事
故
を
想
定
し
た
予
測
で
は
な
い
と
も
い
わ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
表
記
の
と
お
り
、「
一
号
機
ベ
ン
ト
」、
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項 期日
配信
時間

対象炉

放
出
量
根
拠

風
速
場

大
気
中
濃
度

空
間
線
量
率

地
表
蓄
積
量

外
部
被
ば
く

甲
状
腺

枚
数

広
域

備考 解説

1 2011.3.11 21:12 福島第
1-2 号

①（仮想
事故）

1 1 1 3

12 日 3 時半放
出開始、1 時
間放出 3 時間
積算

2 号機ベント
を仮定した影
響確認のため

2 2011.3.12 1:12 福島第
1-1 号

①（仮想
事故）

1 1 1 3

12 日 3 時半放
出開始、1 時
間放出 3 時間
積算

1 号機ベント
による影響確
認のため

3 2011.3.12 3:38 福島第
1 ― 5 5

12 日 12 時～
13 日 0 時の風
速場

風速場確認の
ため

4 2011.3.12 3:53 福島第
1-1 号

①（仮想
事故）

1 1 2

12 日 12 時放
出開始、1 時
間放出 12 時
間積算

1 号機ベント
による影響確
認のため

5 2011.3.12 6:07 福島第
1-1 号

③ 1 1 1 3

12 日 13 時放
出開始、6 時
間積算

1 号機格納容
器破損による
影響確認のた
め

6 2011.3.12 6:46 福島第
1-1 号

③ 1 1 2

12 日 13 時放
出開始、6 時
間積算

1 号機格納容
器破損による
影響確認のた
め

7 2011.3.12 7:27 福島第
1-1 号

③ 1 1 1 3

12 日 13 時放
出開始、6 時
間積算

1 号機格納容
器破損による
影響確認のた
め

8 2011.3.12 10:18 福島第
1-1 号

①（重大
事故）

4 1 1 6

12 日 9 時放出
開始、3 時間
積算

1 号機格納容
器破損による
影響確認のた
め

9 2011.3.12 11:54 福島第
1 ― 4 4

12 日 12 時～
15 時の風速場

風速場確認の
ため

10 2011.3.12 12:09 福島第
1-1 号

①（仮想
事故）

4 1 1 1 7

12 日 12 時放
出開始、1 時
間放出 3 時間
積算

1 号機ベント
による影響確
認のため

11 2011.3.12 13:42 福島第
1

①（重大
事故）

4 1 1 1 7

12 日 14 時放
出開始、1 時
間放出 3 時間
積算

1 号機ベント
による影響確
認のため

表 1　原子力災害対策本部事務局（原子力安全・保安院）における SPEEDI 計算図形一覧
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項 期日
配信
時間

対象炉

放
出
量
根
拠

風
速
場

大
気
中
濃
度

空
間
線
量
率

地
表
蓄
積
量

外
部
被
ば
く

甲
状
腺

枚
数

広
域

備考 解説

12 2011.3.12 16:49 福島第
1-1 号

①（仮想
事故）

2 1 1 1 5

12 日 17 時放
出開始、1 時
間放出 3 時間
積算

1 号機水素爆
発による影響
確認のため

13 2011.3.12 17:45 福島第
1 ― 4 4

12 日 17 時～
20 時の風速場

風速場確認の
ため

14 2011.3.12 17:12 福島第
1-1 号

② 4 1 1 1 7

12 日 17 時放
出開始、0.5
時間放出 3 時
間積算

1 号機水素爆
発による影響
確認のため

15 2011.3.12 17:45 福島第
1-1 号

② 1 1 2 ○

12 日 17 時放
出開始、0.5
時間放出 3 時
間積算

1 号機水素爆
発による影響
確認のため

16 2011.3.12 18:45 福島第
1-1 号

② 1 1 ○

12 日 17 時放
出開始、0.5
時間放出 3 時
間積算

1 号機水素爆
発による影響
確認のため

17 2011.3.13 7:18 福島第
1-3 号

①（仮想
事故）

1 1 1 3

13 日 8 時放出
開始、1 時間
放出 3 時間積
算

3 号機ベント
による影響確
認のため

18 2011.3.13 9:09 福島第
1-3 号

①（仮想
事故）

1 1 2

13 日 9 時放出
開始、1 時間
放出 3 時間積
算

3 号機ベント
による影響確
認のため

19 2011.3.13 9:16 福島第
1-1 号

①（仮想
事故）

4 3 1 8

12 日 15 時放
出開始、0.5
時間放出 3 時
間積算

1 号機水素爆
発の影響確認
のため

20 2011.3.13 10:06 福島第
1-3 号

①（仮想
事故）

1 1 2

13 日 9 時放出
開始、0.5 時
間放出 3 時間
積算

3 号機ベント
による影響確
認のため

21 2011.3.13 16:45 福島第
1-1 号

④ 6 6 ○
12 日 13 時放
出開始、6 時
間積算

1 号機水素爆
発による影響
確認のため

22 2011.3.13 20:13 福島第
1-1 号

② 1 1 1 3 ○
12 日 17 時放
出開始、2 時
間積算

1 号機水素爆
発による影響
確認のため

23 2011.3.13 21:12 福島第
1-1 号

② 1 1 2 ○
12 日 17 時放
出開始、2 時
間積算

1 号機水素爆
発による影響
確認のため
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項 期日
配信
時間

対象炉

放
出
量
根
拠

風
速
場

大
気
中
濃
度

空
間
線
量
率

地
表
蓄
積
量

外
部
被
ば
く

甲
状
腺

枚
数

広
域

備考 解説

24 2011.3.13 21:36 福島第
1-1 号

② 1 1 2 ○
12 日 17 時放
出開始、2 時
間積算

1 号機水素爆
発による影響
確認のため

25 2011.3.13 22:03 福島第
1-1 号

② 1 1 2 ○
12 日 17 時放
出開始、2 時
間積算

1 号機水素爆
発による影響
確認のため

26 2011.3.14 0:38 福島第
1-1 号

①（重大
事故）

4 1 1 6

12 日 17 時放
出開始、1 時
間放出 3 時間
積算

20km 避難区
域への影響確
認のため

27 2011.3.14 1:50 福島第
1-1 号

①（重大
事故）

4 1 1 6 ○

12 日 17 時放
出開始、1 時
間放出 3 時間
積算

20km 避難区
域への影響確
認のため

28 2011.3.14 2:17 福島第
1-1 号

①（重大
事故）

4 1 1 6 ○

12 日 17 時放
出開始、1 時
間放出 3 時間
積算

20km 避難区
域への影響確
認のため

29 2011.3.14 3:01 福島第
1-1 号

①（重大
事故）

1 1 1 6 ○

12 日 17 時放
出開始、1 時
間放出 3 時間
積算

20km 避難区
域への影響確
認のため

30 2011.3.14 3:51 福島第
1-1 号

①（重大
事故）

1 1 1 3 ○

12 日 16 時放
出開始、1 時
間放出 3 時間
積算

20km 避難区
域への影響確
認のため

31 2011.3.14 4:26 福島第
1-1 号

①（重大
事故）

4 1 1 6 ○

12 日 17 時放
出開始、1 時
間放出 3 時間
積算

20km 避難区
域への影響確
認のため

32 2011.3.14 5:08 福島第
1-1 号

①（重大
事故）

1 1 ○

12 日 17 時放
出開始、1 時
間放出 3 時間
積算

20km 避難区
域への影響確
認のため

33 2011.3.14 21:45 福島第
1-3 号

①（仮想
事故）

3 2 2 7
14 日 21 時放
出開始、10,24
時間積算

3 号機水素爆
発による影響
確認のため

34 2011.3.14 22:07 福島第
1-3 号

①（重大
事故）

2 2 4 ○
14 日 21 時放
出開始、10,24
時間積算

3 号機水素爆
発による影響
確認のため

35 2011.3.14 23:23 福島第
1-3 号

② 2 2 4 ○
14 日 21 時放
出開始、10,24
時間積算

3 号機水素爆
発による影響
確認のため
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項 期日
配信
時間

対象炉

放
出
量
根
拠

風
速
場

大
気
中
濃
度

空
間
線
量
率

地
表
蓄
積
量

外
部
被
ば
く

甲
状
腺

枚
数

広
域

備考 解説

36 2011.3.15 0:25 福島第
1-2 号

①（重大
事故）

4 1 1 6

15 日 0 時放出
開始、3 時間
積算

2 号機ドライ
ベンドによる
影響確認のた
め

37 2011.3.15 1:00 福島第
1-2 号

①（重大
事故）

1 1 2 ○

15 日 0 時放出
開始、3 時間
積算

2 号機ドライ
ベンドによる
影響確認のた
め

38 2011.3.15 1:50 福島第
1-2 号

② 1 1 2 ○

15 日 1 時放出
開始、3 時間
積算

2 号機ドライ
ベンドによる
影響確認のた
め

39 2011.3.15 3:30 福島第
1 ― 4 4

15 日 3 時～ 6
時の風速場

風速場確認の
ため

40 2011.3.15 4:05 福島第
1-2 号

④ 1 1 2 ○

15 日 3 時放出
開始、1 時間
放出 3 時間積
算

2 号機ドライ
ベンドによる
影響確認のた
め

41 2011.3.16 6:51 福島第
1-2 号

①（仮想
事故）

1 1 1 3 ○

15 日 9 時放出
開始、24 時間
積算

2 号機サプ
レッション
チェンジバー
破損による影
響確認のため

42 2011.3.16 11:13 福島第
1-3 号

② 1 1 ○

16 日 11 時放
出開始、1 時
間放出 6 時間
積算

3 号機ベンド
による影響確
認のため

6 月 3 日追加（3 件）

43 2011.3.12 6:46 福島第
2-4 号

①（仮想
事故）

1 1 1 3

12 日 12 時放
出開始、5 時
間放出 6 時間
積算

4 号機ベンド
を仮定した影
響確認のため

44 2011.3.12 10:32 福島第
2-4 号

①（仮想
事故）

4 1 1 6

12 日 15 時放
出開始、1 時
間放出 3 時間
積算

4 号機ベンド
を仮定した影
響確認のため

45 2011.3.12 10:47 福島第
2-4 号

①（仮想
事故）

1 1

12 日 15 時放
出開始、1 時
間放出 3 時間
積算

4 号機ベンド
を仮定した影
響確認のため

＊原子力安全・保安院（2012）より作成。
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「
一
号
機
格
納
容
器
破
損
」、「
一
号
機
水
素
爆
発
」、「
三
号
機
ベ
ン
ト
」、「
二
〇
km
避
難
区
域
へ
の
影
響
」、「
三
号
機
水
素
爆
発
」、

「
二
号
機
ド
ラ
イ
ベ
ン
ト
」、「
二
号
機
サ
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
破
損
」
等
々
、
現
実
に
発
生
し
た
重
大
事
故
に
も
と
づ
く

予
測
が
行
わ
れ
て
い
る
。

い
や
い
や
、SP

E
E

D
I

の
計
算
図
形
は
一
定
時
点
の
も
の
で
あ
り
、
た
え
ず
風
向
き
が
変
化
す
る
以
上
、
一
定
時
点
だ
け
の
予

測
に
も
と
づ
い
て
住
民
の
避
難
に
資
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
表
記
の
と
お
り
、
四

回
の
風
速
場
確
認
を
除
く
四
一
回
分
は
い
ず
れ
も
積
算
線
量
予
測
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

考
え
て
み
る
と
、
緊
急
時
の
事
象
が
想
定
の
と
お
り
に
逐
次
的
に
生
起
し
な
い
よ
う
な
場
合
に
備
え
る
策
と
し
て
深
層
防
護
、

あ
る
い
は
多
重
防
護
の
意
義
が
久
し
く
説
か
れ
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
深
層
防
護
や
多
重
防
護
の
徹
底
こ
そ

が
福
島
事
故
の
教
訓
だ
と
語
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
福
島
事
故
か
ら
学
べ
る
教
訓
は
過
去
に
説
か
れ
て
き
た
こ

と
の
う
ち
に
過
不
足
な
く
収
ま
り
（
例
、
問
題
は
過
去
に
説
か
れ
て
き
た
こ
と
の
「
徹
底
」
に
あ
る
）、
過
去
の
習
慣
、
し
く
み

を
根
本
的
に
改
め
る
必
要
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
心
理
的
に
は
、
そ
れ
が
最
適
解
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
社
会
学
的
に
は
、

福
島
事
故
か
ら
新
た
な
教
訓
を
学
習
す
る
つ
も
り
の
な
い
こ
と
を
事
実
上
表
明
し
て
い
る
に
ひ
と
し
い
。
そ
の
種
の
ふ
る
ま
い
を

い
た
る
と
こ
ろ
で
可
能
に
し
て
い
る
の
は
、
目
的
に
お
い
て
も
、
運
用
場
面
に
お
い
て
も
、SP

E
E

D
I

を
周
辺
住
民
等
の
避
難
に

役
立
て
る
規
定
が
登
場
し
な
い
、
前
記
の
よ
う
な
制
度
設
計
の
あ
り
方
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
る
と
、SP

E
E

D
I

の
運
用
担
当
者
な
ら
び
に
関
係
者
の
倫
理
的
責
任
だ
け
に
問
題
を
帰
着
さ
せ
る
こ
と
は
、
問
題
を
矮
小
化

し
、
も
っ
と
も
問
わ
れ
る
べ
き
重
大
な
責
任
を
か
え
っ
て
あ
い
ま
い
に
す
る
効
果
を
も
つ
。
制
度
の
設
計
責
任
が
そ
れ
で
あ
る

（
七
節
、
九
節
を
参
照 8
）。
構
造
災
の
観
点
か
ら
な
が
め
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
、
不
確
実
性
の
も
と
で
致
命
的
な
事
態
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
福
島
事
故
に
象
徴
さ
れ
る
重
大
事
故
に
は
無
限
責
任
が
と
も
な
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
無
限
責

任
が
と
も
な
う
と
い
う
事
実
に
当
事
者
も
利
害
関
係
者
も
第
三
者
も
い
ま
な
お
き
ち
ん
と
向
き
合
わ
な
い
ま
ま
復
興
が
叫
ば
れ
て
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い
る
可
能
性
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
、
つ
ぎ
に
指
摘
し
た
い
問
題
で
あ
る
。

六
　
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
　

―
現
在
進
行
中
の
構
造
災

二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
誘
致
の
際
に
、
福
島
原
発
事
故
が
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
言
説
が
あ

る
種
の
役
割
を
演
じ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
こ
こ
で
は
、「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
さ
れ
て
い
よ
う
と
い
ま
い
と
、
わ
た
し
た
ち

が
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
い
問
題
を
あ
え
て
見
本
例
に
す
る
。
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
が
そ
れ
で
あ
る
。
発
電
用
原
子
炉

の
運
転
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
自
然
界
に
存
在
し
な
い
廃
棄
物
の
処
分
と
い
う
、
発
電
用
原
子
炉
の
安
全
性
と
対
に
な
る
問
題
で
あ

る
。
問
題
の
及
ぶ
時
間
の
幅
は
、発
電
用
原
子
炉
の
運
転
の
安
全
性
で
想
定
さ
れ
る
時
間
の
幅
よ
り
桁
違
い
に
大
き
い
（B

enedict, 

Pigford &
 Levi 1980: C

hap. 10; M
acfarlane 2012

）。
そ
こ
に
は
、
途
方
も
な
い
長
期
の
時
間
の
流
れ
の
な
か
で
、
相
互
依
存
性

と
複
雑
性
に
よ
っ
て
問
題
が
増
幅
さ
れ
か
ね
な
い
と
い
う
構
造
災
の
特
性
が
関
与
す
る
可
能
性
が
存
在
す
る
。

１
　
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
と
社
会
的
な
意
思
決
定

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
半
減
期
は
数
万
年
か
ら
数
十
万
年
、
数
百
万
年
と
い
う
超
長
期
に
わ
た
る
。
こ
れ
ま
で
、
海
洋
底

下
処
分
、
氷
床
処
分
、
宇
宙
空
間
処
分
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
処
分
法
が
考
え
ら
れ
て
き
た
。
現
在
は
、
地
層
処
分
の
可
能
性
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
超
長
期
に
わ
た
る
放
射
性
廃
棄
物
の
地
層
中
で
の
ふ
る
ま
い
は
直
接
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、

性
能
（
含
・
安
全
性
、
以
下
同
様
）
に
影
響
を
与
え
そ
う
な
シ
ナ
リ
オ
を
想
定
し
、
そ
の
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
数
値
計
算
を
行
い
、

性
能
を
評
価
す
る
と
い
う
間
接
的
な
方
法
が
用
い
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
数
値
計
算
の
精
度
を
改
良
す
る
こ
と
は
く
り
か
え
し
可
能
だ
が
、
ど
こ
ま
で
改
良
す
れ
ば
対
象
の
ふ
る
ま
い
を
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正
確
に
理
解
し
、
制
御
す
る
た
め
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
の
か
が
原
理
的
に
確
定
し
に
く
い
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
数
値
計
算
に
よ
る

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
常
に
相
応
の
不
確
実
性
が
含
ま
れ
る
（M

acfarlane 2003

）。
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
の
場
合
、

性
能
評
価
に
か
か
わ
る
そ
の
よ
う
な
原
理
的
な
不
確
実
性
が
、
さ
ら
に
ど
う
い
う
や
り
方
で
物
事
を
決
め
て
ゆ
け
ば
よ
い
か
と
い

う
、
社
会
的
な
意
思
決
定
過
程
に
お
け
る
不
確
実
性
と
複
雑
に
か
か
わ
り
あ
う
。

数
万
年
か
ら
数
十
万
年
、
数
百
万
年
と
い
っ
た
、
有
史
以
来
人
間
が
過
去
に
経
験
し
た
数
千
年
と
い
う
時
間
よ
り
も
は
る
か
に

長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
を
人
間
の
手
で
き
ち
ん
と
社
会
的
に
貯
蔵
、
管
理
で
き
る
と
い
う
保
証
は
何
人

た
り
と
も
で
き
な
い
。
じ
っ
さ
い
に
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
を
人
間
の
生
活
環
境
か
ら
超
長
期
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に

「
遠
ざ
け
て
」
お
く
手
法
が
も
と
め
ら
れ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
地
層
処
分
と
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
も
た
ら
す
負
の

影
響
、
あ
る
い
は
リ
ス
ク
を
超
長
期
に
わ
た
っ
て
一
定
の
レ
ベ
ル
以
下
に
抑
え
る
や
り
方
を
決
め
る
社
会
的
な
意
思
決
定
の
手
法

で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
社
会
的
意
思
決
定
の
手
法
と
し
て
ど
の
よ
う
な
決
め
方
が
唯
一
解
、
あ
る
い
は
最
適
解
で
あ
る
か
は
、
あ
ら
か
じ

め
わ
か
っ
て
い
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
カ
ナ
ダ
な
ど
の
先
行
し
て
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
国
で
も
、
二
〇
年
か

ら
四
〇
年
に
わ
た
る
紆
余
曲
折
の
な
か
で
、
段
階
的
に
時
間
を
か
け
、
超
長
期
に
わ
た
る
人
類
の
将
来
に
か
か
わ
る
重
要
な
こ
と

を
、
将
来
世
代
の
選
択
の
幅
を
狭
め
な
い
や
り
方
で
決
め
る
と
い
う
や
り
方
を
基
本
理
念
と
し
て
試
行
錯
誤
を
続
け
て
き
た
（
松

本2009: 237-240

）。
い
い
か
え
る
と
、
一
度
選
択
す
る
と
後
戻
り
で
き
な
い
よ
う
な
選
択
肢
（
ポ
イ
ン
ト
・
オ
ブ
・
ノ
ー
リ

タ
ー
ン
）
を
極
力
排
除
す
る
決
め
方
を
選
ぶ
と
い
う
理
念
に
立
脚
す
る 9
。

し
か
し
、
ポ
イ
ン
ト
・
オ
ブ
・
ノ
ー
リ
タ
ー
ン
を
極
力
避
け
る
よ
う
な
決
め
方
を
選
ぶ
と
、
社
会
的
な
意
思
決
定
の
過
程
に
大

き
な
不
確
実
性
を
抱
え
こ
む
。
構
造
災
の
術
語
で
い
い
か
え
る
な
ら
、
科
学
技
術
と
社
会
の
あ
い
だ
に
相
互
依
存
性
と
複
雑
性
が

介
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、
問
題
の
難
し
さ
を
増
幅
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
先
例
を
踏
襲
す
る
と
い
う
誘
因
が
は
た
ら
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く
。
そ
こ
か
ら
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
を
め
ぐ
る
責
任
問
題
は
顕
在
化
し
う
る
。
な
ぜ
な
ら
、
す
く
な
く
と
も
ふ
た
つ

の
点
に
お
い
て
、
発
電
用
原
子
炉
の
立
地
過
程
で
用
い
ら
れ
た
想
定
が
先
例
と
し
て
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
に
お
い
て

も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
社
会
的
受
忍
は
金
に
よ
っ
て
代
替
で
き
る
と
い
う
想
定
、
い
ま
ひ
と
つ
は
、
そ

の
判
断
は
財
政
難
に
苦
し
む
過
疎
地
に
対
し
て
有
効
だ
と
い
う
想
定
で
あ
る
（
た
と
え
ば
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
場

の
候
補
地
と
し
て
か
つ
て
想
定
さ
れ
た
地
域
は
、
二
〇
〇
二
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
候
補
地
の
応
募
に
関
心
を
表
明
し
た
一
〇
箇
所

余
り
に
即
し
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
財
政
難
を
抱
え
た
過
疎
地
に
遍
在
し
て
い
る
）（
松
本2012: 156

）。

こ
う
し
た
想
定
が
有
効
性
を
欠
き
、
公
益
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
は
、
福
島
事
故
、
と
り
わ
け
そ
の
除
染
に
と
も
な
う
廃
棄
物

の
管
理
、
処
分
に
お
け
る
一
連
の
事
象
が
示
唆
す
る
と
お
り
で
あ
る 11
。
そ
の
よ
う
な
想
定
が
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
と
対
に
な
る

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
問
題
で
も
踏
襲
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
だ
と
す
る
と
、
公
益
を
損
な
う
こ
と
が
明
ら
か
な
想
定

を
先
例
と
し
て
踏
襲
す
る
こ
と
に
対
す
る
応
分
の
社
会
的
責
任
を
、
踏
襲
し
よ
う
と
す
る
主
体
、
そ
し
て
そ
れ
を
認
可
す
る
主
体

に
配
分
す
る
こ
と
が
、
文
明
国
と
し
て
最
小
限
も
と
め
ら
れ
る
対
応
と
い
え
る
。

２
　
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
に
と
も
な
う
無
限
責
任

前
記
の
と
お
り
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
半
減
期
は
数
万
年
か
ら
数
十
万
年
、
数
百
万
年
と
い
う
超
長
期
に
及
ぶ
。
け
れ

ど
も
、
超
長
期
に
わ
た
る
将
来
世
代
の
状
態
に
対
す
る
責
任
は
ま
ち
が
い
な
く
い
ま
の
わ
た
し
た
ち
の
決
定
や
行
動
に
あ
る
。
将

来
の
状
態
の
内
訳
は
現
時
点
で
の
予
想
を
こ
え
て
い
る
が
、
大
き
く
い
え
ば
、
人
類
が
生
存
す
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
の
中

間
の
状
態
の
は
ず
だ
。
数
万
年
、
数
十
万
年
、
数
百
万
年
後
ま
で
の
そ
う
い
う
中
間
の
状
態
の
す
べ
て
に
対
す
る
責
任
と
は
、
と

り
も
な
お
さ
ず
無
限
責
任
で
あ
る
。
こ
こ
で
無
限
責
任
と
は
、
超
長
期
に
わ
た
る
極
度
の
不
確
実
性
に
よ
り
責
任
の
所
在
が
不
透

明
で
あ
る
反
面
、
結
果
の
重
大
性
が
著
し
い
決
定
に
と
も
な
う
責
任
の
全
体
を
さ
す 

。
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無
限
責
任
は
、
何
人
も
負
い
つ
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ど
う
い
う
や
り
方
で
物
事
を
決
め
て
ゆ
け
ば
よ
い
か

を
考
え
る
に
は
、
そ
の
よ
う
な
無
限
責
任
を
、
そ
の
世
代
の
一
定
の
主
体
が
負
え
る
だ
け
の
有
限
責
任
の
範
囲
の
物
事
に
変
え
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
う
い
う
物
事
を
ど
う
決
め
て
ゆ
け
ば
よ
い
か
の
問
題
は
、
無
限
責
任
を
ど
う
有
限
化
す
る

か
と
い
う
問
題
に
い
い
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　七
　
制
度
の
設
計
責
任

責
任
帰
属
と
い
う
と
、
法
令
に
違
反
す
る
こ
と
も
な
く
、
人
の
道
に
も
は
ず
れ
な
い
か
ぎ
り
、
重
大
な
問
題
は
発
生
す
る
こ
と

が
な
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
他
方
、
法
的
責
任
と
倫
理
的
責
任
だ
け
で
は
、
肝
心
な
こ
と
が
問
わ
れ
な
い
場
合
が
存
在

す
る
。

１
　
法
的
責
任
と
も
倫
理
的
責
任
と
も
異
な
る
、
社
会
的
責
任
の
所
在

た
と
え
ば
、
前
記
の
よ
う
に
、
制
度
化
さ
れ
た
不
作
為
が
介
在
す
る
場
合
、
法
令
に
違
反
し
て
も
い
な
け
れ
ば
、
人
の
道
に
も

は
ず
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
特
定
多
数
の
人
の
生
命
や
財
産
や
人
生
に
か
か
わ
る
無
限
責
任
を
と
も
な
う
重
大
な
帰

結
が
発
生
し
う
る
。
そ
の
場
合
、
無
限
責
任
の
存
在
は
集
合
的
無
責
任
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
構
造
災
の
視
点
か
ら
な
が
め
る

か
ぎ
り
、
無
限
責
任
を
有
限
化
し
て
、
社
会
的
な
責
任
配
分
を
適
切
に
行
わ
な
い
か
ぎ
り
、
問
題
の
再
発
は
防
げ
な
い
。

一
例
を
あ
げ
よ
う
。
た
と
え
ば
、
一
般
の
人
に
わ
か
り
や
す
く
、
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
科
学
技
術
の
情

報
を
伝
え
る
試
み
と
し
て
、
サ
イ
エ
ン
ス
・
カ
フ
ェ
が
福
島
事
故
以
前
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
。
サ
イ
エ
ン
ス
・
カ
フ
ェ
と
は
、
肩

の
こ
ら
な
い
雰
囲
気
の
も
と
で
、
市
民
と
科
学
者
が
科
学
に
か
か
わ
る
話
題
を
喫
茶
店
な
ど
で
率
直
に
語
り
あ
う
試
み
を
さ
す
。
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日
本
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
官
、
産
、
学
セ
ク
タ
ー
の
肝
い
り
で
普
及
し
た
。
サ
イ
エ
ン
ス
・
カ
フ
ェ
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
に
よ
る
と
、
そ
の
よ
う
な
試
み
が
二
〇
〇
五
年
か
ら
福
島
原
発
事
故
の
直
前
ま
で
に
二
五
三
回
東
北
地
方
に
お
い
て
開
催
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
原
発
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
の
は
、
一
回
を
数
え
る
に
と
ど
ま
る
。
二
〇
一
〇
年
七
月
二
四
日
、

六
ヶ
所
村
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
テ
ー
マ
は
原
発
の
安
全
性
の
話
題
で
は
な
い
。
原
子
力
に
お
け
る
産
学
連
携
が
テ
ー
マ

だ
。
つ
ま
り
、
福
島
事
故
に
か
か
わ
る
安
全
性
の
話
題
は
、
事
故
の
直
接
の
当
事
者
と
な
る
地
域
の
民
セ
ク
タ
ー
の
人
び
と
に
対

し
て
、
何
も
事
前
に
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
官
、
産
、
学
セ
ク
タ
ー
が
こ
ぞ
っ
て
推
進
し
た
科
学
の
公
衆
理
解
の
場
と
し
て
の

サ
イ
エ
ン
ス
・
カ
フ
ェ
に
お
い
て
で
あ
る
（
松
本2012: 166-167

）。

こ
の
事
実
か
ら
学
べ
る
教
訓
は
、
科
学
技
術
が
も
た
ら
し
う
る
社
会
に
と
っ
て
望
ま
し
く
な
い
効
果
を
事
前
に
語
ら
な
い
と
い

う
偏
り
を
、
わ
か
り
や
す
く
、
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
謳
い
文
句
に
し
た
日
本
の
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
が
抱
え
こ
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
事
実
は
法
令
に
ふ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、
人
の
道
に
は
ず
れ
て
い
る
わ
け

で
も
な
い
。
け
れ
ど
も
、
同
じ
偏
り
が
今
後
も
引
き
続
き
踏
襲
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
被
災
者
に
対
す
る
社
会
的
責
任
が
問
わ
れ
続
け

よ
う
。

２
　
社
会
的
責
任
の
再
帰
性

他
人
事
で
は
な
い
。
巷
で
は
、
原
子
力
工
学
者
が
安
全
神
話
に
棹
さ
し
て
隣
接
分
野
な
ど
の
最
新
の
知
見
を
取
り
入
れ
た
人
工

物
の
点
検
、
更
新
を
怠
っ
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
論
難
の
的
と
さ
れ
る
。
な
る
ほ
ど
、
気
づ
か
な
い
ま
ま
そ
の
事
態
を
招
い
た
の
な

ら
、
専
門
性
が
問
わ
れ
る
。
気
づ
い
て
い
な
が
ら
そ
の
事
態
を
招
い
た
の
な
ら
、
専
門
家
と
し
て
の
社
会
的
責
任
が
問
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
同
じ
論
法
に
よ
り
他
分
野
の
専
門
家
、
た
と
え
ば
社
会
学
者
も
ま
た
社
会
的
責
任
を
免
れ
な
い
。
福
島
原
発
事
故
の

起
こ
る
ま
で
社
会
学
者
が
学
会
誌
に
発
電
用
原
子
炉
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
発
表
し
た
論
文
は
皆
無
で
あ
る
。
科
学
技
術
を
テ
ー
マ
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と
し
て
発
表
し
た
論
文
と
て
、
残
念
な
が
ら
、
恐
ろ
し
く
稀
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
無
限
責
任
を
想
定
し
て
、
重
大
事
故
を
防
ぐ
適

切
な
努
力
を
事
前
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
原
子
力
工
学
者
も
社
会
学
者
も
さ
し
て
選

ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
。

そ
う
い
う
問
題
の
構
造
を
不
問
に
し
た
ま
ま
、
あ
と
知
恵
を
利
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
手
っ
取
り
早
く
言
い
立
て
る
こ
と
は
、

問
題
当
事
者
で
あ
る
被
災
者
や
家
族
の
信
頼
を
長
期
的
に
得
る
こ
と
を
か
え
っ
て
困
難
に
す
る
。
さ
ら
に
、
ポ
ス
ト
福
島
状
況
に

お
け
る
的
確
な
対
策
を
打
ち
出
す
こ
と
を
そ
れ
以
上
に
困
難
に
す
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
構
造
災
の
概
念
に
照
ら
す
か
ぎ

り
、
福
島
事
故
の
背
後
に
ひ
か
え
る
構
造
的
な
問
題
を
抜
き
に
、
そ
の
場
か
ぎ
り
の
反
省
と
対
症
療
法
が
く
り
か
え
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
い
う
再
生
産
の
ル
ー
プ
を
不
問
に
す
る
か
ぎ
り
、
被
災
者
と
家
族
の
境
遇

は
け
っ
し
て
浮
か
ば
れ
な
い
。

３
　
無
限
責
任
の
有
限
化
に
向
け
て

制
度
化
さ
れ
た
不
作
為
に
せ
よ
、
無
限
責
任
に
せ
よ
、
事
前
に
あ
え
て
耳
の
痛
い
こ
と
を
指
摘
し
、
不
断
に
軌
道
修
正
を
し

て
こ
な
か
っ
た
行
動
様
式
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る 

。
事
前
に
あ
え
て
耳
の
痛
い
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
と
、

何
事
か
が
起
こ
っ
た
あ
と
に
耳
に
心
地
よ
い
こ
と
を
言
い
立
て
る
の
と
は
、
似
て
非
な
る
ふ
る
ま
い
で
あ
る
。
両
者
の
差
異
を
あ

い
ま
い
に
し
続
け
な
い
こ
と
が
、
何
人
も
負
い
つ
く
せ
な
い
無
限
責
任
を
せ
め
て
学
セ
ク
タ
ー
の
現
場
で
有
限
化
す
る
た
め
に
必

要
だ
と
思
う
。

考
え
て
み
る
と
、
安
全
で
な
い
状
態
で
安
心
し
て
重
大
事
故
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
社
会
状
況
を
二
度
と
招
か
ぬ
た
め
に
は
、

無
限
責
任
が
と
も
な
う
問
題
を
万
人
が
公
に
共
有
す
る
し
く
み
を
制
度
の
再
設
計
に
よ
っ
て
創
出
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る

（
た
と
え
ば
、
日
本
学
術
会
議 2014

な
ど
を
参
照
）。
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八
　
構
造
災
の
含
意

構
造
災
を
分
析
の
鍵
概
念
と
し
て
考
察
を
す
す
め
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
考
察
の
社
会
学
的
な
含
意
を
明
確
に
述
べ
て
お
こ
う
。

含
意
は
ふ
た
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
構
造
災
は
そ
の
担
い
手
の
倫
理
的
特
性
の
結
果
と
い
う
仕
方
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い 11
。
す

な
わ
ち
、
ど
の
よ
う
に
倫
理
的
特
性
の
す
ぐ
れ
た
人
間
を
想
定
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
解
け
な
い
問
題
の
次
元
に
照
準
し
た
概

念
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
構
造
災
の
特
性
は
個
人
の
行
為
特
性
の
結
果
と
し
て
の
み
理
解
で
き
な
い
。
な
に
よ
り
、
個
人
の

行
為
特
性
が
か
り
に
ど
う
で
あ
ろ
う
と
否
応
な
し
に
課
さ
れ
て
し
ま
う
制
度
の
縛
り
に
即
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
も
と
め
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
構
造
災
の
特
性
と
し
て
の
秘
密
主
義
は
個
人
の
行
為
特
性
と
し
て
の
秘
密
主
義
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
制
度
化
さ

れ
た
秘
密
主
義
と
い
う
問
題
の
次
元
が
存
在
す
る
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

１
　「
よ
い
人
」
の
担
う
構
造
災

ま
ず
、
構
造
災
は
構
造
災
を
担
う
「
よ
く
な
い
人
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
か
な
ら
ず
し
も
含
ま
な
い
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
構
造
災
の
担
い
手
は
「
よ
い
人
」
で
あ
る
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
先
例
が
間
違
っ
て
い
る
と

き
に
先
例
を
踏
襲
し
て
し
ま
っ
た
り
、
問
題
を
増
幅
し
た
り
、
公
式
の
規
範
を
長
期
に
わ
た
っ
て
空
洞
化
し
た
り
、
そ
の
場
か
ぎ

り
の
想
定
を
も
と
に
し
た
対
症
療
法
が
増
殖
し
た
り
、
責
任
の
所
在
を
不
明
瞭
に
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
構
造
災
と
い
え

る
状
態
が
久
し
く
続
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、「
よ
く
な
い
人
」
が
多
く
の
人
の
意
思
に
反
し
て
そ
う
な
っ
て
い
る
と
い

う
よ
り
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
よ
い
人
」
が
多
く
の
人
の
総
意
を
体
現
し
て
い
る
と
み
る
ほ
う
が
無
理
が
な
い
か
ら
だ
。

た
と
え
ば
、
先
例
が
間
違
っ
て
い
る
と
き
に
先
例
を
踏
襲
し
て
問
題
を
温
存
し
て
し
ま
う
の
は
、
そ
れ
が
特
定
の
範
囲
の
人

に
と
っ
て
局
所
的
に
心
地
よ
い
状
態
で
あ
る
か
ら
だ
と
み
る
ほ
う
が
説
明
に
無
理
が
な
い
。
組
織
社
会
学
の
古
典
的
な
知
見
と
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し
て
知
ら
れ
る
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
号
爆
発
事
故
に
お
い
て
一
〇
年
近
く
に
及
ぶ
「
逸
脱
の
常
態
化
」

（norm
alization of deviance

）
に
よ
っ
てN

A
SA

の
部
局
と
契
約
業
者
と
の
あ
い
だ
に
工
業
基
準
に
違
反
し
た
部
品
の
品
質
検
査

を
見
逃
す
関
係
が
形
成
さ
れ
て
き
た
事
実
は
（V

aughan 1996

）、
見
逃
す
行
為
が
両
者
の
個
別
利
害
に
か
な
う
状
態
で
あ
っ
た

こ
と
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
。
最
初
は
工
業
基
準
に
違
反
し
た
部
品
の
品
質
検
査
を
見
逃
す
人
が
逸
脱
者
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
そ

れ
が
、
工
業
基
準
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
人
が
逆
に
逸
脱
者
に
な
っ
て
ゆ
く
。

こ
の
よ
う
に
、
構
造
災
が
特
定
の
業
界
や
組
織
に
と
っ
て
局
所
的
に
心
地
よ
い
状
態
だ
と
い
う
と
き
の
「
心
地
よ
い
」
に
は
、

す
く
な
く
と
も
ふ
た
つ
の
意
味
が
存
在
す
る
。
ひ
と
つ
は
、
規
則
や
倫
理
か
ら
の
逸
脱
行
為
が
特
定
の
業
界
や
組
織
全
体
の
利
害

に
か
な
っ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
当
該
業
界
や
組
織
の
構
成
員
を
そ
れ
な
り
に
う
る
お
す
効
果
を
も
つ
。

い
ま
ひ
と
つ
は
、
そ
の
よ
う
な
逸
脱
行
為
に
よ
り
規
則
や
倫
理
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
と
指
摘
す
る
人
が
い
て

も
、
た
と
え
ば
「
空
気
を
読
め
る
」
か
ど
う
か
等
々
と
い
っ
た
別
だ
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
も
と
で
そ
う
し
た
指
摘
が
読
み
替
え
ら

れ
、
特
定
の
業
界
や
組
織
全
体
の
逸
脱
と
い
う
事
実
の
も
た
ら
す
鋭
い
緊
張
関
係
が
緩
和
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
実
利
と
心
の
緊
張
緩
和
の
両
面
に
お
い
て
「
心
地
よ
い
状
態
」
が
局
所
的
に
成
立
し
た
暁
に
は
、
た
と
え
間
違
っ

て
い
て
も
、
あ
る
い
は
間
違
っ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
先
例
は
当
該
業
界
や
組
織
の
内
部
で
忠
実
に
踏
襲
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

そ
し
て
、
そ
の
状
況
で
先
例
を
忠
実
に
踏
襲
す
る
、
ま
た
は
率
先
し
て
踏
襲
す
る
リ
ー
ダ
ー
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
当
該
業

界
や
組
織
全
体
に
貢
献
す
る
功
労
者
、
す
な
わ
ち
「
よ
い
人
」
と
認
知
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

他
方
、
そ
う
し
た
局
所
的
に
「
心
地
よ
い
」
均
衡
状
態
は
、
逸
脱
の
も
た
ら
す
過
誤
や
間
違
っ
た
先
例
の
も
た
ら
す
問
題
を
消

滅
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
結
果
、
そ
の
よ
う
に
し
て
セ
ク
タ
ー
を
問
わ
ず
複
数
の
業
界
や
組
織
に
お
い
て
事
実
上
の
逸
脱
行

為
が
重
な
る
場
合
、
社
会
全
体
の
公
益
を
不
断
に
損
な
い
続
け
る
。
い
い
か
え
る
と
、
先
例
が
間
違
っ
て
い
る
と
き
に
先
例
を
踏

襲
す
る
結
果
と
し
て
構
造
災
が
顕
在
化
す
る
過
程
は
、
当
該
業
界
や
組
織
に
ひ
と
か
た
な
ら
ず
貢
献
す
る
「
よ
い
人
」
に
よ
っ
て
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担
わ
れ
る
こ
と
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
想
定
可
能
で
あ
る 12
。

２
　「
制
度
化
さ
れ
た
不
作
為
」
の
系
譜 

―
戦
前
か
ら
続
く
構
造
災

さ
ら
に
、
構
造
災
は
個
人
の
行
為
特
性
と
は
異
な
る
次
元
を
も
つ
。
た
と
え
ば
、
さ
き
に
五
節
で
扱
っ
た
「
制
度
化
さ
れ
た
不

作
為
」
と
し
て
の
秘
密
主
義
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す
見
本
例
で
あ
る
。
前
記
の
と
お
り
、SP

E
E

D
I

の
予
測
が
公
開
さ
れ
な
か
っ

た
の
は
、
担
当
者
が
秘
密
主
義
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
、SP

E
E

D
I

の
緊
急
時
の
目
的
と
運
用
を
定
め
た
旧
原
子
力
安
全
委
員
会

の
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
針
に
周
辺
住
民
の
「
健
康
と
安
全
」
が
明
記
さ
れ
な
い
と
い
う
制
度
設
計
か
ら
な
か
ば
必
然
的

に
帰
結
し
て
い
る
。
緊
急
時
の
目
的
に
謳
わ
れ
て
い
る
の
は
、「
影
響
の
評
価
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

で
は
「
制
度
化
さ
れ
た
不
作
為
」
は
、
福
島
事
故
を
境
と
し
て
突
如
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
現
象
か
と
い
え
ば
、
そ
ん
な
こ
と
は

な
い
。
そ
う
い
う
現
象
な
ら
、
戦
前
か
ら
連
綿
と
存
在
し
て
い
る
と
み
る
ほ
う
が
よ
り
事
実
に
か
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
関
東
大
震
災
後
の
復
興
過
程
に
お
け
る
官
セ
ク
タ
ー
の
「
誤
っ
た
先
例
の
踏
襲
」、
あ
る
い
は
「
対
症
療
法
の
連
鎖
」

と
い
っ
た
ふ
る
ま
い
方
の
う
ち
に
明
瞭
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
（
松
本2012: 83-88

）。
紙
幅
の
制
約
に
よ
り
こ
こ
で
立
ち

入
れ
な
い
た
め
、
く
わ
し
い
分
析
は
引
用
文
献
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
構
造
災
の
系
譜
は
、
戦
前
期
に
そ
の
淵
源
を
た

ど
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。「
制
度
化
さ
れ
た
不
作
為
」
と
し
て
の
秘
密
主
義
に
つ
い
て
も
、
す
く
な
く
と
も
対
米
開
戦
前

夜
に
軍
事
技
術
で
発
生
し
た
大
事
故
が
帝
国
議
会
に
報
告
さ
れ
な
い
ま
ま
秘
匿
さ
れ
て
対
米
開
戦
を
迎
え
た
事
実
に
遡
る
こ
と
が

で
き
る 13
（M

atsum
oto 2014

）。

　３
　
立
場
明
示
型
の
制
度
再
設
計
の
提
言

以
上
の
よ
う
に
、
構
造
災
と
は
い
ま
に
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
淵
源
は
戦
前
期
に
遡
る
根
深
さ
を
備
え
て
い
る
と
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考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
構
造
災
の
解
決
に
は
制
度
の

根
本
的
な
再
設
計
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
代
の

大
き
な
不
確
実
性
の
と
も
な
う
問
題
（
例
、
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
処
分
）
に
制
度
の
再
設
計
を
と
お
し
て
取
り

組
む
場
合
、
ど
う
い
う
立
場
で
取
り
組
ん
で
い
る
か
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
立
場
と
い
う
と
、
思

想
、
信
条
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
こ
こ
で
い
う
立
場
と
は

そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
楽
観
的
な
見
通
し
、

慎
重
な
見
通
し
な
ど
と
い
っ
た
、
結
論
を
導
く
と
き
に
前

提
す
る
条
件
設
定
を
さ
す
。
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
条
件

設
定
を
す
る
と
ど
の
よ
う
な
結
論
が
得
ら
れ
る
か
と
い
う

よ
う
に
、
条
件
設
定
の
立
場
と
結
論
の
中
身
を
誰
か
ら
も

み
え
る
よ
う
に
ワ
ン
セ
ッ
ト
に
し
て
提
示
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
。

公的議論の場

政策

官 産 学 民

相互作用チャンネル

人材
資金

人材
資金助言 助言

推進型の助言
路線

代替型の助言
路線

情報情報
人材 人材

科学 技術

図 2　立場明示型科学的助言制度の概念図

＊ここでいう学セクターの構成員は科学者、技術者以外の研究者をさす。実線

　の矢印は定常的な関係を、破線の矢印は必要に応じて想定される関係を示す。

筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
こ
れ
ま
で
立
場
明
示
型
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
、
立
場
明
示
型
研
究
助
成
の
提
言
を
し
て
き
た

（
松
本2002[2012]; 2009; 2012

）。
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
こ
こ
で
は
立
場
明
示
型
科
学
的
助
言
制
度
を
提
示
し
た
い
。
立
場
明

示
型
科
学
的
助
言
制
度
と
は
、
事
前
に
政
策
担
当
者
に
耳
の
痛
い
重
要
な
警
告
を
発
す
る
回
路
を
実
効
的
に
作
動
さ
せ
る
た
め
、

立
場
を
明
示
し
た
助
言
の
な
か
か
ら
官
セ
ク
タ
ー
が
特
定
の
助
言
を
採
用
し
た
り
、
し
な
か
っ
た
り
す
る
よ
う
す
を
誰
で
も
み
よ

う
と
思
え
ば
い
つ
で
も
事
前
に
み
ら
れ
る
し
く
み
を
さ
す
（
図
２
参
照
）。
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た
と
え
ば
、
低
線
量
被
曝
の
よ
う
に
、
閾
値
が
あ
る
と
み
る
立
場
と
そ
う
で
な
い
立
場
が
鋭
く
対
立
す
る
場
合
（
立
石2013

）、

異
な
る
問
題
の
認
知
、
評
価
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
状
況
で
、
ど
う
既
存
の
デ
ー
タ
と
か
か
わ
り
な
が
ら
、
誰
を
想
定
し
、

ど
の
よ
う
な
利
用
可
能
な
手
段
を
用
い
て
、
い
か
な
る
価
値
や
規
範
や
慣
習
の
も
と
で
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
助
言
を
提
示
し
て

い
る
か
が
社
会
の
各
セ
ク
タ
ー
か
ら
誰
で
も
事
前
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
設
計
が
肝
要
で
あ
る
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
構
造
災
に
と
も
な
っ
て
発
生
す
る
無
限
責
任
を
社
会
的
責
任
の
配
分
に
有
限
化
す
る
土
台
が
得
ら
れ

る
。
そ
の
際
、
ど
の
よ
う
な
解
決
の
選
択
肢
に
せ
よ
、
現
状
で
は
無
限
責
任
が
と
も
な
わ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
万

人
が
知
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
無
限
責
任
が
と
も
な
う
事
実
を
知
る
人
と
、
知
ら
な
い
人
の
あ
い
だ
で
情
報
格
差
が
存
在
し
、

社
会
が
分
極
化
し
た
状
態
の
も
と
で
は
、
結
果
と
し
て
声
の
小
さ
い
人
が
責
任
を
引
き
受
け
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
傾
向
を
も
つ
で

あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
か
ら
で
あ
る
（Jobin 2013

）。

と
り
わ
け
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
の
よ
う
な
現
在
進
行
中
と
思
わ
れ
る
構
造
災
か
ら
予
想
さ
れ
る
無
限
責
任
の
と
も

な
う
争
点
に
つ
い
て
、
科
学
的
証
拠
が
存
在
す
る
、
あ
る
い
は
存
在
し
な
い
範
囲
に
つ
い
て
の
で
き
る
だ
け
正
確
か
つ
多
様
な
情

報
を
、
網
羅
的
に
一
箇
所
に
ま
と
め
て
系
統
的
に
保
存
、
整
理
、
分
類
、
更
新
し
て
万
人
に
供
す
る
し
く
み
を
創
出
す
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
原
発
推
進
派
も
原
発
慎
重
派
も
原
発
廃
止
派
も
含
む
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
や
想
定
か
ら
ど
の
よ
う
な

選
択
肢
が
導
か
れ
る
か
に
関
す
る
で
き
る
だ
け
正
確
か
つ
異
質
な
情
報
を
、
網
羅
的
に
一
箇
所
に
ま
と
め
て
系
統
的
に
保
存
、
整

理
、
分
類
、
更
新
し
て
万
人
に
供
す
る
、
構
造
災
公
文
書
館
の
設
置
を
も
と
め
た
い
。

構
造
災
に
取
り
組
む
た
め
の
提
言
と
し
て
、
筆
者
は
二
〇
〇
二
年
に
そ
の
必
要
性
を
説
い
た
（
松
本2002[2012]

）。
福
島
原

発
事
故
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
は
、
そ
の
と
き
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
福
島
原
発
事
故
を
へ
た
現
在
、
そ
の
必
要
性
は

い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い
る
と
思
う
。
と
く
に
、
官
、
産
、
学
、
民
の
各
セ
ク
タ
ー
が
そ
う
し
た
し
く
み
の
創
出
に
応
分
の
関
与
を

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
、
公
的
な
議
論
の
場
に
お
け
る
す
べ
て
の
発
言
録
、
当
日
配
付
資
料
が
も
れ
な
く
正
確
に
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再
現
、
分
類
、
保
管
、
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
法
律
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
よ
う
な
情
報
集
積
所
の
存
在

し
な
い
と
こ
ろ
で
、
原
発
推
進
派
と
原
発
慎
重
派
と
原
発
廃
止
派
が
入
り
乱
れ
、
民
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
合
意
形
成
を
も
と
め
て
も
、

収
拾
困
難
な
混
乱
状
態
か
、
先
送
り
が
帰
結
す
る
可
能
性
が
高
い
。

九
　
む
す
び

以
上
、
本
稿
で
得
た
結
論
は
、
つ
ぎ
の
四
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
）
構
造
災
の
観
点
か
ら
な
が
め
る
と
、
加
害
者
、
被
害
者
論
に
収
ま
り
き
ら
な
い
種
類
の
問
題
と
し
て
、
制
度
化
さ
れ
た

不
作
為
の
問
題
が
存
在
す
る
。
制
度
化
さ
れ
た
不
作
為
の
も
と
で
は
、
法
令
に
も
人
倫
に
も
違
反
し
な
い
ふ
る
ま
い
が
、
重

大
な
結
果
を
第
三
者
に
も
た
ら
し
う
る
。
目
的
に
も
、
運
用
に
も
、
緊
急
時
の
周
辺
住
民
等
の
避
難
に
資
す
る
明
示
的
な
規

定
が
登
場
し
な
いSP
E

E
D

I

の
指
針
の
あ
り
方
は
、
制
度
化
さ
れ
た
不
作
為
の
見
本
例
を
提
供
し
て
い
る
。

（
二
）
構
造
災
は
、
公
益
性
の
高
い
問
題
を
政
策
を
手
段
と
し
て
解
決
す
る
過
程
に
介
在
す
る
第
２
種
の
決
定
不
全
性
の
空
隙

を
縫
っ
て
生
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
第
２
種
の
決
定
不
全
性
を
固
定
す
る
た
め
に
秘
密
主
義
、
先
例
踏
襲
を
用
い
る
こ
と
に
よ

り
、
制
度
化
さ
れ
た
不
作
為
が
温
存
さ
れ
続
け
、
問
題
が
構
造
的
に
再
生
産
さ
れ
る
余
地
が
存
在
す
る
。

（
三
）
構
造
災
は
個
人
の
行
為
の
倫
理
的
特
性
に
の
み
還
元
で
き
な
い
制
度
設
計
の
次
元
に
由
来
す
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
な
が
め
る
と
、
構
造
災
に
お
い
て
は
制
度
設
計
か
ら
無
限
責
任
が
帰
結
し
う
る
。
そ
の
よ
う
な
構
造
災
の
淵
源
は
す
く
な
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く
と
も
関
東
大
震
災
の
事
後
処
理
か
ら
戦
時
動
員
に
い
た
る
戦
前
期
に
遡
る
根
深
さ
を
備
え
て
い
る
。

（
四
）
そ
れ
ゆ
え
、
構
造
災
を
解
決
す
る
に
は
、
と
く
に
公
益
を
著
し
く
損
な
う
重
大
な
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
場
合
、
無

限
責
任
を
有
限
化
し
て
社
会
的
責
任
配
分
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
あ
と
知
恵
に
訴
え
た
専
門
知
の

評
価
や
責
任
配
分
で
は
な
く
、
事
前
に
発
信
さ
れ
た
専
門
知
へ
の
評
価
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
責
任
配
分
が
不
可
欠
で
あ
る
。

個
人
の
行
動
の
自
由
度
を
基
本
的
に
制
約
す
る
制
度
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て
設
計
し
た
か
を
不
問
に
し
た
ま
ま
、
問
題
を
個

人
の
行
動
や
心
が
け
だ
け
に
帰
属
さ
せ
る
責
任
配
分
の
仕
方
は
、
問
題
を
矮
小
化
し
て
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
を
仕
立
て
て
幕
引
き
を

す
る
こ
と
に
近
い 

。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
肝
心
な
の
は
、
重
大
事
故
を
招
い
た
制
度
の
設
計
者
を
結
果
に
応
じ
て
適
切
に
交
代

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
責
任
配
分
は
、
そ
の
た
め
の
も
っ
と
も
基
本
的
か
つ
有
効
な
手
段
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
い
い
か
え
る
と
、

制
度
の
設
計
責
任
が
適
切
に
問
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
で
は
、
ど
こ
ま
で
も
同
型
の
欠
陥
を
抱
え
た
制
度
が
同
種
の
制
度
設
計

者
に
よ
っ
て
万
人
に
提
供
さ
れ
続
け
る
。

無
限
責
任
を
と
も
な
う
問
題
を
共
有
す
る
た
め
に
公
共
財
と
し
て
の
立
場
明
示
型
科
学
的
助
言
制
度
や
構
造
災
公
文
書
館
を
提

供
す
る
こ
と
は
、
無
限
責
任
を
社
会
全
体
で
受
け
止
め
、
社
会
的
責
任
を
配
分
す
る
貴
重
な
手
段
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
安
心
感
を

醸
成
す
る
と
い
っ
た
類
の
事
柄
と
一
線
を
画
す
。
な
に
よ
り
、
安
全
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
安
心
し
て
重
大
事
故
を
引
き
起
こ

す
よ
う
な
社
会
状
態
を
二
度
と
招
か
ぬ
制
度
を
再
設
計
す
る
た
め
の
、
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
。

本
稿
の
内
容
は
制
度
の
設
計
責
任
を
問
う
こ
と
に
よ
っ
て
制
度
の
再
設
計
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
試
み
の
ひ
と
つ
に
と
ど
ま
る
。

そ
う
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
複
数
あ
ら
わ
れ
、
次
世
代
に
向
け
た
公
共
財
と
し
て
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
が
、
そ
の
社
会
の
も
つ
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
（
復
元
力
）
で
は
あ
る
ま
い
か
。
日
本
の
社
会
を
担
う
次
世
代
が
、
た
と
え
何
事
が
起
こ
ろ
う
と
、
事
実
と
向
き
合
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い
、
事
実
解
明
を
も
と
に
責
任
の
所
在
を
明
確
に
し
、
責
任
の
所
在
を
も
と
に
的
確
な
方
策
と
提
言
を
全
人
類
に
向
け
て
発
信
、

実
行
さ
れ
ん
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

■
謝
辞

 
本
稿
は
東
京
大
学
死
生
学
・
応
用
倫
理
セ
ン
タ
ー
と
翰
林
大
学
生
死
学
研
究
所
が
二
〇
一
六
年
三
月
一
二
日
に
共
同
で
開
催
し
た
国
際
学
術

会
議
「
ア
ジ
ア
の
発
展
の
矛
盾
と
生
死
学
の
模
索
」
で
発
表
し
た
、
松
本
三
和
夫
「
構
造
災

―
科
学
社
会
学
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に

大
幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
会
議
出
席
者
か
ら
頂
戴
し
た
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
本
稿
の
内
容
に
誤
り
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
責
任
は
す
べ
て
筆
者
に
あ
る
。

■
註

1 

正
確
に
は
、
普
通
の
人
び
と
が
科
学
技
術
に
よ
せ
る
期
待
と
実
態
の
あ
い
だ
に
も
相
似
の
落
差
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
福
島
事
故
に

と
も
な
う
除
染
を
め
ぐ
り
、
な
に
よ
り
汚
染
の
実
態
に
関
す
る
継
続
的
な
観
測
デ
ー
タ
を
科
学
者
、
技
術
者
が
系
統
的
に
蓄
積
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
被
災
の
当
事
者
も
そ
の
重
要
性
に
思
い
を
い
た
し
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
継
続
的
な
観
測
デ
ー
タ
の
蓄
積
は

き
わ
め
て
少
数
（N

akanishi, et al. 2013, N
akanishi, et al. 2016

）
に
と
ど
ま
る
。

2 

こ
の
点
に
過
不
足
の
な
い
説
明
を
与
え
る
こ
と
は
、
紙
幅
の
制
約
に
よ
り
本
稿
で
は
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
り
あ
え
ず
の
見
取
図
と

し
て
、
松
本
（2016

）、M
atsum

oto (2017b)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

3 

災
害
研
究
の
布
置
の
な
か
で
構
造
災
を
位
置
づ
け
る
叙
述
と
し
て
は
、M

atsum
oto (2017a)

を
参
照
。

4 

残
念
な
が
ら
、
こ
の
点
は
政
策
立
案
、
実
行
、
評
価
過
程
も
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
過
程
に
お
い
て
十
分
共
有
さ
れ
て
い
な
い
。

5 

こ
う
し
た
系
譜
の
見
取
図
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
松
本
（2016

）、M
atsum

oto (2017b)

を
参
照
。

6 

省
益
の
競
合
を
め
ぐ
る
科
学
社
会
学
の
先
行
研
究
と
し
て
、
た
と
え
ばE

speland (1998)

な
ど
を
参
照
。

7 
M

atsum
oto (2010, 2017b)

を
参
照
。
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8 

ち
な
み
に
、SP

E
E

D
I

の
運
用
を
定
め
た
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
針
の
緊
急
時
の
規
定
に
住
民
の
「
健
康
と
安
全
」
が
登
場
し
な

い
事
実
に
対
し
て
、
同
指
針
は
原
子
力
災
害
特
別
措
置
法
（
一
九
九
九
年
制
定
、
二
〇
〇
〇
年
施
行
、
二
〇
〇
六
年
最
終
改
訂
）
を
根

拠
法
と
し
て
お
り
、
同
法
の
な
か
で
「
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
こ
と
」（
第
一
条
）
が
謳
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う

「
説
明
」
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
す
く
な
く
と
も
三
つ
の
理
由
で
、
こ
こ
で
は
こ
の
種
の
「
説
明
」
に
本
文
で
紙
幅
を
費
や
さ
な
い
。

第
一
に
、
そ
も
そ
も
、
そ
の
種
の
実
定
法
解
釈
を
も
と
に
し
て
瞬
時
に
緊
急
時
のSP

E
E

D
I

の
運
用
指
針
を
「
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
保
護
す
る
こ
と
」
に
関
連
づ
け
て
行
動
す
る
よ
う
な
人
間
を
緊
急
時
に
想
定
す
る
こ
と
が
事
実
上
不
可
能
に
近
い
こ
と
（
そ
う
で

あ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
よ
う
な
「
説
明
」
は
エ
ク
ス
キ
ュ
ー
ズ
た
り
え
な
い
）。
第
二
に
、
そ
う
い
う
「
説
明
」
の
試
み
自
体
が
、
後
知
恵

に
ほ
か
な
ら
ず
、
社
会
的
責
任
の
所
在
を
不
明
瞭
に
す
る
以
外
の
社
会
的
機
能
を
さ
し
て
期
待
で
き
な
い
こ
と
。
第
三
に
、
か
り
に
原
子

力
災
害
特
別
措
置
法
が
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
針
の
根
拠
法
で
あ
る
と
し
て
も
、
両
者
の
間
に
明
示
的
な
相
互
言
及
関
係
が
ほ
と

ん
ど
存
在
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
緊
急
時
に
瞬
時
に
的
確
な
実
定
法
解
釈
が
で
き
る
人
間
と
い
っ
た
前
記
の
非
現
実
的
な
想
定
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
何
に
も
ま
し
て
厳
し
く
問
わ
れ
る
べ
き
制
度
の
設
計
責
任
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
。

9 

紙
幅
の
制
約
に
よ
り
詳
述
で
き
な
い
が
、
先
行
す
る
各
国
の
問
題
に
は
日
本
に
現
在
存
在
し
な
い
側
面
が
存
在
す
る
。
発
電
用
原
子
炉
に

由
来
す
る
廃
棄
物
と
軍
事
用
原
子
炉
か
ら
の
廃
棄
物
が
同
じ
処
分
場
で
処
分
さ
れ
る
点
が
そ
れ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
問
題
で
は
、A

hn

（2007

）
の
試
算
に
よ
る
と
、
候
補
地
と
な
っ
た
ユ
ッ
カ
マ
ウ
ン
テ
ン
の
場
合
、
軍
事
用
原

子
炉
か
ら
の
廃
棄
物
の
環
境
影
響
は
同
処
分
場
全
体
の
環
境
影
響
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
る
。
二
〇
〇
九
年
に
、
オ
バ
マ
政
権
は
ユ
ッ

カ
マ
ウ
ン
テ
ン
を
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
場
と
す
る
案
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
。
そ
の
結
果
、
同
案
に
費
や
さ
れ
た
一
〇
〇
億
ド

ル
以
上
の
公
的
支
出
は
無
駄
に
な
り
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
場
は
決
め
ら
れ
な
い
ま
ま
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

11 

こ
う
し
た
問
題
は
ポ
ス
ト
福
島
状
況
に
お
い
て
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
た
と
え
ば
、
き
ち
ん
と
し
た
継
続
的
な
観
測
デ
ー
タ
や
現
地
の

実
態
と
か
け
離
れ
た
行
政
的
な
基
準
に
よ
っ
て
避
難
指
示
解
除
区
域
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
と
も
な
う
当
事
者
の
被
り
続
け
る
不
利
益
は

つ
と
に
知
ら
れ
る
。

11 

こ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
は
、
担
い
手
の
倫
理
的
特
性
と
そ
れ
に
か
か
わ
る
倫
理
的
責
任
を
問
わ
な
く
て
よ
い
こ
と
を
け
っ
し
て
意
味
し
な

い
。



松本三和夫

構造災

43

12 

く
わ
し
く
は
、
松
本
（2012: 83-88

）
を
参
照
。

13 

「
制
度
化
さ
れ
た
不
作
為
」
と
し
て
の
秘
密
主
義
と
な
ら
び
、
誤
っ
た
先
例
の
踏
襲
、
対
症
療
法
の
連
鎖
な
ど
の
点
に
お
い
て
も
構
造
災

の
要
素
を
対
米
開
戦
前
夜
の
大
事
故
の
処
理
過
程
に
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
紙
幅
の
制
約
の
た
め
こ
こ
で
は
立
ち
入
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、M

atsum
oto (2014)

を
参
照
。
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